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資料１

【京都市指定金融機関選定委員会規則（抄）】
（委員長及び副委員長）

第２条 委員会に委員長及び副委員長を置く。
２ 委員長は委員の互選により定め、副委員長は委員のうちから委員長が指名する。
３ 委員長は、委員会を代表し、会務を総理する。
４ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるときは、その職務を代理する。
５ 委員長及び副委員長に事故があるときは、あらかじめ委員長の指名する委員がその職務を代理する。

（2）委員長選出、副委員長及び職務代理者指名

（1）委員自己紹介
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（3）委員会の審議等について

○ 委員の守秘義務について

○ 審議の非公開の取扱いについて

【京都市情報公開条例（抄）】
（公文書の公開義務）

第７条 実施機関は、公開請求があったときは、公開請求に係る公文書に次に掲げる情報（以下「非
公開情報」という。）のいずれかが記録されている場合を除き、請求者に対し、当該公文書を公開
しなければならない。

（３）法人（本市、国、独立行政法人等（独立行政法人等の保有する情報の公開に関する法律第２条第
１項に規定する独立行政法人等をいう。以下同じ。）、地方公共団体及び地方独立行政法人並びにこ
れらに準じる団体（以下「本市等」という。）を除く。）その他の団体（以下「法人等」という。）
に関する情報又は事業を営む個人の当該事業に関する情報であって、次に掲げるもの。ただし、人の
生命、健康、生活又は財産を保護するため、公にすることが必要であると認められる情報を除く。

ア 公にすることにより、当該法人等又は当該個人の権利、競争上の地位その他正当な利益を害
するおそれがあるもの

（６）本市等が行う事務又は事業に関する情報であって、公にすることにより、次に掲げるおそれその
他当該事務又は事業の性質上、当該事務又は事業の適正な遂行に支障を及ぼすおそれがあるもの

ア 監査、検査、取締り、試験又は租税の賦課若しくは徴収に係る事務に関し、正確な事実の把握
を困難にするおそれ又は違法若しくは不当な行為を容易にし、若しくはその発見を困難にするお
それがあるもの

資料１

【京都市執行機関の附属機関の設置等に関する条例（抄）】
（秘密を守る義務）

第７条 附属機関の委員（特別委員及び専門委員を含む。）は、職務上知り得た秘密を漏らしてはな
らない。その職を退いた後も、同様とする。
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